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☆ 司会進行  SAA – 山本敦弘 君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜ゲスト＞ 
＊大谷春雄 様 
 

  会長 松本政彦 君 

毎日暑い日が続いております。東京、山梨、岐阜では４０度

を越し、非常に暑苦しい一日一日を過ごしております。 

私達も元気で例会に出席して頂くのは大変うれしく思ってお

ります。これからも皆様方健康にご自愛し、例会に出席して頂

きたいと思います。 

天気も暑い日がなければなら 

ない、百姓の人はお米が出来 

るので大変喜んでおります。 

また、一方では苦労している 

ということも聞いております。 

自然と共存しながら我々も生き 

ていかなければならないと思って 

います。 

今日は大谷さんには、お忙しい中 

卓話して頂くことになりました。よろしくお願いします。 

 

   幹事 栗林久一 君 

○例会変更 

＊有田南 RC ８月１４日（火）例会休会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【プログラム委員会】 委員長 小池佳史 君 

８月８日（水）陸上自衛隊和歌山駐屯地でサマーフェスタに

お伺いする予定でしたが、駐屯地から岡山県の方へ３０～４０

名を派遣しており、急遽今回は中止させていただきたいという

連絡がありましたので、８月８日（水） 

は例会休会となります。 

第２６４０地区のイーストゴルフ 

コンペの案内が来ています。 

９月２４日（月・祭日）サンリゾート 

カントリークラブで行われます。 

何名かで参加したいと思います 

ので、よろしくお願いします。 

 

 

 

 SAA  山本敦弘 君 

◇松本政彦 君 大谷さん日頃はお世話になっています。本 

日卓話をよろしくお願いします。 

◇小林隆弘 君 大谷さん本日よろしくお願いします。 

◇小池佳史 君 大谷さん、本日卓話よろしくお願いします。 

◇細川幸三 君 大谷様、本日ヨロシクお願いいたします。 

◇山本敦弘 君 大谷さん、お忙しい中、御苦労様です。本日 

宜しくお願いします。 

 

 

 ｢会津藩と紀州｣ 

大谷春雄 様 

本日お話させていただくのは「会津藩士を救った紀州和歌 

山の逸話」また、テレビ和歌山で御坊中心に紀州ゆかりの会津

藩士山川浩の約５分間の番組をしていただきましたので、後程

ご覧頂きたいと思います。 

１８６８年（慶応４年）明治元年戊辰の年、１月３日鳥羽伏見

の戦い（薩長などの新政府軍と旧幕府軍である幕府方、会津

藩、桑名藩等による）が勃発し１５，０００名の幕府軍が総崩れと

なり、大坂城に撤退する。 

１月６日に将軍徳川慶喜と会津藩士松平容保は軍艦に乗り

大阪から江戸へ撤退。将軍の撤退を機に会津藩、桑名藩、忍

藩、幕府軍らは陸路にて紀州藩を頼り、和歌山を目指す。１月

１０日までに和歌山城下に６，０００名もの旧幕府軍がなだれ込

む状況となり、紀州藩はその対応に苦慮して和歌山城内に入

れない対応となる。瀕死の状況の数多の武士を城下町近辺の 
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出席率会員数 欠席者 出席者

7月4日 の修正出席率

15名 2名 13名 86.7%

次回例会のご案内 
 

★8/8 例会は定款細則第５条第２

節により、休会 

★8/15 例会は休会 

 

★8/22 例会は 8/25(土)に御坊市

花火大会鑑賞例会 

栗林宅移動例会です。 

ROTARY CLUB SONG 

 
君   が   代 

奉 仕 の 理 想 

商家にも宿泊させ、多くの寺院や和歌浦、加太など分泊させ

る。 また、会津藩士で幕府方京都見廻り組の佐々木只三郎

は、坂本竜馬の実行犯とされるが、重傷での敗走中に紀三井

寺で死去した。会津藩士１，８５８名は、加太から８９艘の船で由

良に向かう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、他藩の武士らも塩津、箕島、湯浅、由良、御坊、印南、

南部、田辺、富田、周参見、串本などに停泊し、住民に助けら

れながら尾鷲、三州吉田軽油で江戸に向かった。紀州各地で

は落ち武者として警戒されるも傷病の武士らを助けたと伝わる。

軍馬や刀、甲冑などを土地の者にお礼として渡したという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤博文が書いた「御坊学」 現；御坊小学校校長室保管 

加太から由良にむかった会津藩士１，８５８名の中に「山川浩」

がいた。当時２５歳ながら英才として知られ、隊を率いていた。

山川は熱病で瀕死の状況だったが、御坊の小松原宿の旅人

宿「中屋」での看護で快復する。 

山川は終生その恩を忘れずに紀州の恩人らとの交流が続い

た。これらは、本年で１５０年を経た紀州と会津を繋ぐ逸話であ

る。 

 

 

  出席委員会 小林隆弘 君 
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